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Ａ．研究目的 

近年、個人のゲノム情報に基づき、個人ごとの

違いを考慮した「がんゲノム医療」への期待が高

まっている。第3期がん対策推進基本計画では、

「バイオバンク」、「次世代シーケンスを用いた

ゲノム解析」、「治験薬と含めた治療選択肢を提

示できるゲノムコンソーシアム」などを推進する

一方、「がんゲノム医療」に関する国民への理解

を促進するための教育や普及啓発が求められてい

る。 

現状、「がんゲノム医療」には、患者を中心と

した社会一般から多大な期待がなされているが、

正確な情報提供が欠如しているため、一般人はも

ちろん医療従事者の間でも混乱が生じている。商

業ベースで宣伝される遺伝子パネルなどの中には

低品質のものが散見され、結果が治療選択に反映

されないものも多くある。情報は専門用語で示さ

れるため、一般の国民には理解が困難であるこ

と、又、テレビ、新聞、SNSを含む膨大な情報や

広告の中で、信頼性の高い情報を選別することは

困難で、結果としてがん患者が不利益を得ること

も少なくない。 

「日本癌学会」、「日本臨床腫瘍学会」、「日本癌

治療学会」は、2017 年より「がんゲノム医療の推

進」を目的として、「3学会合同ゲノム医療推進タ

スクフォース」（座長：日本癌治療学会理事長; 

北川 雄光）を設立した。活動目標の１つの「社

会に対する正しいがんゲノム医療の提供」の実現

のために「がんゲノムネット・ワーキンググルー

プ（WG）」を組織した。3学会よりそれぞれ推薦を

受けた 10名で構成し、2017 年 10 月 20 日に第１

回の WG 会議を開催し、現在活動を継続してい

る。 

本研究は、この 3学会合同 WGを基盤とし、患

者、患者家族、一般市民を対象に、現状のがんゲ

ノム医療の全体像をまとめアップデートを随時行

いながら、ゲノム関連情報の提供を行うことを計

画する。各学会に所属する専門家による現状の解

説や将来像、現時点では達成できていないことな

ど負の側面も含めて正確な情報を提供する。情報

ツールとしては、3学会のホームページだけでは

なく、患者会のホームページ、NPO がん関連ネッ

ト、メディア企業、医学系出版社、大手のインタ

ーネットサイトを用いる。又、各学会の学術集

会、市民公開講座、大学のがんプロフェッショナ

ル講座、国立がん研究センター、患者会、他医療

従事者向け教育事業などと連携する。 

３年間の研究期間内に、国民を対象とした「が

んゲノムネット」のコンテンツ・体制を整えるこ

とを目標とする。 

患者、患者家族、一般市民に「がんゲノム医

療」に関する正しい知識が普及する。次世代シー

ケンスを用いた遺伝子パネルなどの保険償還や、

ゲノム中核病院の指定などが検討される中、適

応、関連施設、アクセス、金額などの情報を得る

ことができる。SNS などを用いた情報伝達方法が

確立され、広く認知されれば、継続的に新しい情

報をアップデートすることが可能となり、費用対

効果が高まる。日本癌学会、日本臨床腫瘍学会、

日本癌治療学会を基盤としているため、がんの最

新情報を集めやすく、基礎から臨床にわたる専門

家の人的リソースが豊富であり、ガイドライン

や、地域情報、会員情報を用いることが可能とな

る。 

「ゲノム治療」と称する誤った情報、エビデン

スのない高額な検査法や民間医療が増えてきてい

研究要旨 
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を随時行いながら、ゲノム関連情報の提供を行うことを計画する。各学会に所属する専門家に
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を提供する。情報ツールとしては、医学系出版社の書籍、3学会（日本臨床腫瘍学会、日本癌学

会、日本癌治療学会）のホームページなどを用いる。又、各学会の学術集会、市民公開講座、

国立がん研究センター、患者会、他医療従事者向け教育事業などと連携する。 

３年間の研究期間内に、国民を対象とした「がんゲノムネット」のコンテンツ・体制を整え

ることを目標とする。 
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る。これらの負の情報も適切に公開することによ

り、がん患者が正しく医療情報・資源にアクセス

が可能となり、がん患者の不利益を減少させる。 

医療関係者などに対するゲノム講習は、公的研

究費を基盤にしたものが複数あるが、「社会に対

するがんゲノム医療情報の提供」事業はほとんど

ない。医学専門用語を避け、コミュ二ケーション

論専門家やその研究班からのアドバイスをふま

え、わかりやすい情報提供に努める。 

本研究班がもたらす成果は、「第３期がん対策

推進基本計画」で示される、「がんゲノム医療」

に関する国民への理解を促進するための教育や普

及啓発に直結する。 

 

Ｂ．研究方法 

インターネットなどを用いた情報配信事業につ

いては、情報ツール、コンテンツ及び運営方針を

決定し、分担執筆者を選定する。出版事業に関し

ては、書籍名、内容、項目を決定し、出版社、分

担執筆者を選定する。市民向けのゲノム講習会や

3 学会の学術集会内でのシンポジウム、教育セミ

ナー、市民公開講座にて正しいゲノム情報の開示

を行う。事業全般において、分担研究者（清水）

とその研究班などから、がん患者、患者家族に対

するコミュ二ケーション方法について情報収集

し、情報発信に役立てる。 

 

1. 会議 

・がんゲノムネット・ワーキンググループ（田

村, 土原, 高橋, 古川, 川上, 佐治, 矢野, 植

竹, 林田, 吉原, 清水）を開催する。 

・3 学会合同ゲノム推進タスクフォース（田村, 

秋田, 石岡,西尾, 北川,青木, 武藤, 森, 林田, 

油谷, 河野, 間野, 野田）を開催する。 

 

2. 各情報配信業者との打ち合わせ。 

1) インターネットなどを用いた情報配信事業 

NPO 法人キャンサーネットジャパンとインター

ネットコンテンツについて打ち合わせを行う。 

2) 出版社の選定 

医科学出版社と書籍の発刊にむけて打ち合わせ

を行う。 

 

Ｃ．研究結果 

1) 会議 

平成30年度 

・第１回 田村班班会議 

2018 年 7月 20 日（金）7:00〜8:00 

神戸国際展示場 1 号館 1F 

・第 4回 3 学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2018 年 3月 22 日（木）18:30〜20:30 

ステーションコンファレンス東京 402A 

 

・第 5回, 3 学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2018 年 9月 7日（木）17:30〜19:30 

ステーションコンファレンス東京 402B 

 

令和1年度 

・第2回 田村班班会議 

2019 年 9月 16 日（金）13:00〜15:00 

AP 東京八重洲通り 7 階「Ｓルーム」 

・第 6回, 3 学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2019 年 6月 21 日（木）15:00〜17:00 

国際医学情報センター 1階 会議室 E 

・第 7回, 3 学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2020 年 1月 8日（金）16:00〜18:00 

AP 東京八重洲通り 7 階「Ｏルーム」 

 

令和2年度 

・第3回 田村班会議 

2020 年 6 月 2 日 18:00〜20:00 WEB 開催 

・第 8回, 3 学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2020 年 11 月 26 日 18:00〜20:00 WEB 開催 

・第 9回, 3 学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2021 年 1 月 5 日（木）18:00〜20:00 WEB 開催 

 

1) 書籍を用いた情報配信事業 

平成 30 年度 

・書籍名、内容、項目を決定し、出版社、分担執

筆者を選定した。 

・書籍名：「よくわかるゲノム医療」 

・出版社：医科学出版社を選定した。 

・令和 1年 2月、各執筆者に原稿依頼を行った。 

 

令和１年度 

・令和 1年 7月、全ての原稿を回収した。 

・令和１年 11 月、３つ患者会を通じて、がん患

者による内容の校閲を依頼した。 

 

令和 2 年度 

・令和 2 年 5 月、がん患者による内容の校閲を

ふまえ、各執筆者に原稿修正依頼を行った。 

・令和 2年 8月、全ての原稿を回収した。 

・令和 2 年 12 月 25 日発刊となった。10,000 部

発刊する。 

 

2) ＳＮＳを用いた情報配信事業 

平成 30 年度 

・インターネットなどを用いた情報配信事業に

ついては、情報ツール、コンテンツ及び運営方

針を決定し、分担執筆者を選定した。 

・３学会合同「がんゲノムネット」特設ウェッブ

サイトを開設し、デザイン、構成を整えた。 

・SNS のアドレス登録を終了した。 

 

令和１年度 
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・研究者（班員）と執筆者に対して、それぞれに

書籍のコンテンツや関連の内容について講演

を依頼し、その内容を動画サイトとして掲載

することを計画した。 

・令和 1年 9月、動画サイトの撮影を開始した 

・３学会合同「がんゲノムネット」特設ウェッブ

サイトを開設し、デザイン、構成を整えた。 

 

令和 2 年度 

・令和 2年 11月、動画サイトの撮影を終了した 

・令和 3 年 2 月、３学会合同「がんゲノムネッ

ト」特設ウェッブサイトを開設し、３学会（日

本臨床腫瘍学会、日本癌学会、日本癌治療学会）

のホームページに掲載した。 

 

3) 患者、家族、市民を対象とした情報伝達 

 

平成 30 年度 

・Japan Cancer Forum 

2018 年 8月 12 日（金）16:00～17:00 

「がんゲノム教育」 

・第 56 回日本がん治療学会、教育シンポジウム 

2018 年 10 月 19 日（金）16:30～19:20 

セッションテーマ： がんゲノム医療における

諸問題 

 

令和１年度 

・第 27 回日本乳癌学会、学術総会、シンポジ

ウム 

2019 年 7月 12 日（金）17:15～19:00 

乳腺専門医とゲノム医療「乳癌におけるゲノ

ム医療の展望」 

・八番会（乳がん患者会）勉強会 

2019 年 11 月 10 日（日）13:00～15:00 

「乳がんにおけるがんゲノム医療」 

 

令和 2 年度 

・第 36 回日本癌学会市民公開講座 

2020 年 10 月 3日（土） 

「よくわかるゲノム医療」 

 

Ｄ．考察 

患者、患者家族、一般市民を対象に、現状のが

んゲノム医療の全体像をまとめアップデートを随

時行いながら、ゲノム関連情報の提供を行うこと

を計画した。各学会に所属する専門家による現状

の解説や将来像、現時点では達成できていないこ

となど負の側面も含めて正確な情報を提供するこ

とを目標とした。 

令和２年１月から、新型コロナウイルスの影響

で研究計画が遅れたが、令和２年度に、出版物

「よくわかるがんゲノム医療」の刊行とインター

ネットコンテンツ「がんゲノムネット」をオープ

ンすることができた。 

書籍「よくわかるゲノム医療」については、国内

すべての、ゲノム中核病院、ゲノム拠点病院、ゲノ

ム連携病院に配布した。又、国立がん研究センター

中央病院、がん対策情報部、複数の患者会、学会の

患者会のイベント、キャンサーネットジャパンな

ど、各方面に配布した。 

「がんゲノムネット」については、今後、新し

い情報を随時アップデートしていく。 

令和2年に関しては、コロナ禍のため、対面の

会議、委員会の開催が困難であったが、WEB会議

を用いた。 

 

Ｅ．結論 

３年間の研究期間内に、国民を対象とした「が

んゲノムネット」のコンテンツ・体制を整えるこ

とを達成できた。 

 

Ｆ．研究発表 
1.  論文発表 

1. Tamura K, Kodaira M, Shimizu C, 
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Ito Y, Tanaka J, Kuriki H, Gu Z, 

Takahashi S. Phase I study of 

taselisib in Japanese patients with 

advanced solid tumors or hormone 

receptor-positive advanced breast 

cancer. Cancer Sci.109:1592-1601, 2018 

2. Yonemori K, Kodaira M, Satoh T, Kudo 

T, Takahashi S, Nakano K, Ando Y, 
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3. Inagaki C, Shimoi T, Okuma H, Kitano 

A, Shimomura A, Noguchi E, Kodaira M, 

Yunokawa M, Yonemori K, Shimizu C, 

Yoshida A, Fujiwara Y, Tamura K. A 

case of heavily pretreated metastatic 

cardiac angiosarcoma treated 

successfully using eribulin. 

Anticancer Drugs. 29:97-101. doi: 
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Epub ahead 

of print 
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Inactive immune pathways in 
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PIK3CA mutation profiling in 
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Dose-finding study of the 
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Cancer Sci. 109 
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2018 

Tanaka R, Yonemori K, Hirakawa 

A, Tamura K et al. 

Anticancer Agent-Induced 

Life-Threatening Skin 

Toxicities: A Database Study 

of Spontaneous Reporting 

Data. 

Oncologist - 
Epub ahead 

of print 
2018 

Iizumi S, Shimomura A, Shimoi 

T, Tamura K et al. 

Efficacy of capecitabine in 

patients with locally 

advanced or metastatic breast 

cancer with or without prior 

treatment with 

fluoropyrimidine: a 

retrospective study. 

Cancer Chemother Pharm

acol. 

- 
Epub ahead 

of print 
2018 

Cortes J, Tamura K, DeAngelo D

J. et al. 

Phase I studies of AZD1208, a 

proviral integration Moloney 

virus kinase inhibitor in 

solid and haematological 

cancers.Br J Cancer.  

Br J Cancer 118 
1425-1433 

2018 
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metastatic breast cancer: a 
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Cancer. 

Breast - 
Epub ahead 

of print 
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Ebata T, Shimoi T, Bun S, Tamur

a K. et al. 

Efficacy and Safety of 

Pazopanib for Recurrent or 

Metastatic Solitary Fibrous 

Tumor. Oncology. 

Oncology. 94 
340-344 

2018 

Furukawa Y. 
Implementation of genomic 

medicine for gastrointestinal 

tumors. 

Annals of Gastroenter

ological Surgery 

2(4) 
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Matsuura M, Yamaguchi K, Tamate

 M, Satohisa S, Teramoto M, Iwa

saki M, Sugita S, Hasegawa T, K

oubo R, Takane K, Ikenoue T, Fu

rukawa Y, Saito T 

Efficacy of liquid-based 

genetic diagnosis of 

endometrial cancer 

Cancer Science 109(12) 
4025-4032 

2018 

Nakazawa Y, Yamamoto R, Kato M,

 Miyashita M, Kizawa Y, Morita 

T. 

Improved Knowledge of and 

Difficulties in Palliative 

care among physicians during 

2008 and 2015 in Japan: 

association With a nation-

wide palliative care 

education program. 

Cancer. - 
Epub ahead 

of print 
2017 

Nakazawa Y, Kato M, Miyashita 

M, et al 

Changes in nurses' knowledge, 

difficulties, and self-

reported practices toward 

palliative care for cancer 
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analysis of two nationwide 

representative surveys in 

2008 and 2015. 

J Pain Symptom Manage. - 
Epub ahead 

of print 
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Miyoshi Y, Yorifuji T, Horikawa

 R, Takahashi I, Nagasaki K, Is

higuro H, Fujiwara I, Ito J, Ob

a M, Fujisaki H, Kato M, Shimiz

u C, Kato T, Matsumoto K, Sago 

H, Takimoto T, Okada H, Suzuki 

N, Yokoya S, Ogata T, Ozono K. 

Childbirth and fertility prese

rvation in childhood and adole

scent cancer patients: a secon

d national survey of Japanese 

pediatric endocrinologists. 

Clin Pediatr Endocrino

l, 

26(2) 81-88, 2017 
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Nakazawa, Y., Kato, M., Yoshid

a, S., Miyashita, M., Morita, 
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rams for cancer patients in ja
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Journal of Pain and Sy

mptom Management, 

51(4) 652-661 2017 

Wang R, Yamada T, Arai S, Fukud

a K, Taniguchi H, Tanimoto A, N

ishiyama A, Takeuchi S, Yamashi

ta K, Ohtsubo K, Matsui J, Onod

a N, Hirata E, Taira S, Yano S. 

Distribution and activity of l

envatinib in brain tumor model

s of human anaplastic thyroid 

cancer cells in severe combine

d immune deficient mice. 

Mol Cancer Ther 18(5) 947-956 2019 

Fukuda K, Takeuchi S, Arai S, K

atayama R, Nanjo S, Tanimoto A,

 Nishiyama A, Nakagawa T, Tanig

uchi H, Suzuki T, Yamada T, Nis

hihara H, Ninomiya H, Ishikawa 

Y, Baba S, Takeuchi K, Horiike 

A, Yanagitani N, Nishio M, Yano

 S. 

Epithelial-to-mesenchymal tra

nsition is a mechanism of ALK 

inhibitor resistance in lung c

ancer independent of ALK mutat

ion status. 

Cancer Res 79(7) 1658-1670 2019 

Taniguchi H, Yamada T, Wang R, 

Tanimura K, Adachi Y, Nishiyama

 A, Tanimoto A, Takeuchi S, AL,

 Boroni M, Yoshimura A, Shiotsu

 S, Matsumoto I, Watanabe S, Ki

kuchi T, Miura S, Tanaka H, Kit

azaki T, Yamaguchi H, Mukae H, 

Uchino J, Uehara H, Takayama K,

 Yano S. 

AXL confers intrinsic resistan

ce to osimertinib and advances

 the emergence of tolerant cel

ls. 

Nat Commun 10(1) 259 2019 

Tanimoto A, Takeuchi S, Kotani 

H, Yamashita K, Yamada T, Ohtsu

bo K, Ebi H, Ikeda H, Yano S. 

Pulmonary carcinosarcoma showi

ng an obvious response to pazo

panib: a case report. 

BMC PulmonaryMedicine 18(1) 193 2018 

Nishiyama A, Yamada T, Kita K, 

Wang R, Arai S, Fukuda K, Tanim

oto A, Takeuchi S, Tange S, Taj

ima A, Furuya N, Kinoshita T, Y

ano S. 

Foretinib overcomes entrectini

b resistance associated with t

he NTRK1 G667C mutation in NTR
K1 fusion-positive tumor cells
 in a brain metastasis model. 

Clin Cancer Res 24 2357-2369 2018 

Kotani H, Adachi Y, Kitai H, To

mida S, Bando H, Faber AC, Yosh

ino T, Voon DC, Yano S, Ebi H. 

Distinct dependencies on recep

tor tyrosine kinases in the re

gulation of MAPK signaling bet

ween BRAF V600E and non-V600E 

mutant lung cancers. 
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akashita A, Kizawa Y, Kato M, A

kizuki N, Nakazawa Y, Kaizu M, 

Yano K, Sato T, Tokoro A. 

Development of a Standard for 
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ing a Modified Delphi Method. 

Journal of Painand Sym

ptom Management, 

56(5) 746-751 2018 

Yoshida S, Ogawa C, Shimizu K, 

Kobayashi M, Inoguchi H, Oshima

 Y, Dotani C, Nakahara R, Kato 
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Japanese physicians' attitudes

 toward end-of-life discussion

 with pediatric patients with 
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Supportive Care in Can
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26(11) 
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Takeuchi E, Kato M, Miyata K, S

uzuki N, Shimizu C, Okada H, Ma

tsunaga N, Shimizu M, Moroi N, 
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Tamura K, Imamura CK, Takano T, 

et al. 

CYP2D6 Genotype-Guided 
Tamoxifen Dosing in Hormone 

Receptor-Positive Metastatic 

Breast Cancer (TARGET-1): A 

Randomized, Open-Label, Phase 

II Study. 

J Clin Oncol 38 
558-566 

2020 

Modi S, Saura C, Yamashita T, T

amura K et al. 

DESTINY-Breast01 

Investigators: Trastuzumab 

Deruxtecan in Previously 

Treated HER2-Positive Breast 

Cancer. 

N Engl J Med. 382 
610-621 

2020 

Ebata T, Yonemori K, Nishikawa 

T, Tamura K et al. 

Treatment Outcome of Second-

Line Chemotherapy for 

Gynecologic Carcinosarcoma. 

Oncology 98 
699-705 

2020 

Noda-Narita S, Shimomura A, Tan

abe Y, Tamura K et al. 

Peripheral Neuropathy From 

Paclitaxel: Risk Prediction 

by Serum microRNAs 

BMJ Support Palliat Ca

re 

- 
doi: 

10.1136/bmjs

pcare-2019-

001900, 2020 

2020 

Uehara T, Yoshida H, Fukuhara 

M, Tamura K et al. 

Efficacy of ascitic fluid 

cell block for diagnosing 

primary ovarian, peritoneal, 

and tubal cancer in patients 

with peritoneal 

carcinomatosis with ascites 

Gynecol Oncol. 157 
398-404 

2020 

Modi S, Park H, Murthy RK, Tamu

ra K et al. 

Antitumor Activity and Safety 

of Trastuzumab Deruxtecan in 

Patients With HER2-Low-

Expressing Advanced Breast 

Cancer: Results From a Phase 

Ib Study. 

J Clin Oncol 38 
1887-1896 

2020 

Iwata H, Inoue K, Kaneko K,Tamu

ra K et al. 

Subgroup analysis of Japanese 

patients in a Phase 3 study 

of atezolizumab in advanced 

triple-negative breast cancer 

(IMpassion130) 

Jpn J Clin Oncol. 50 
223. doi: 

10.1093/jjco

/hyz208, 

2020 

 

2020 

Yoshida A, Arai Y, Hama N, Tamu

ra K et al. 

Expanding the 

clinicopathologic and 

molecular spectrum of BCOR-

associated sarcomas in 

adults. 

Histopathology 76 
Epub ahead 

of print 
2020 

Kato MK, Yunokawa M, Bun S, Tam

ura K, et al. 

Treatment strategies for 

recurrent ovarian cancer in 

older adult patients in 

Japan: a study based on real-

world data 

J Cancer Res Clin Onco

l 

146 
1335-1341 

2020 

Seo T, Noguchi E, Yoshida M, Ta

mura K et al. 

Response to Dabrafenib and 

Trametinib of a Patient with 

Metaplastic Breast Carcinoma 

Harboring a BRAF V600E 

Mutation 

Case Rep Oncol Med 6 
2518383. 

doi: 

10.1155/2020

/2518383. 

eCollection, 

2020 

Matsumoto K, Takahashi M, Sato 

K, Tamura K. et al. 

A double-blind, randomized, 

multicenter phase 3 study of 

palonosetron vs granisetron 

combined with dexamethasone 

and fosaprepitant to prevent 

chemotherapy-induced nausea 

and vomiting in patients with 

breast cancer receiving 

anthracycline and 
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Cancer Med 9 
3319-3327 

2020 
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Tsurutani J, Iwata H, Krop I, T

amura K. et al. 

Targeting HER2 with 

Trastuzumab Deruxtecan: A 

Dose-Expansion, Phase I Study 

in Multiple Advanced Solid 

Tumors 

Cancer Discov. 10 
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2020 

Watanabe S, Shimomura A, Kubo 

T, Tamura K. et al. 

BRAF V600E mutation is a 

potential therapeutic target 

for a small subset of 

synovial sarcoma. 

Mod Pathol. 33 
1660-1668 

2020 

Sugano T, Yoshida M, Masuda M, 

Tamura K. et al. 

Prognostic impact of ACTN4 

gene copy number alteration 
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HER2-negative, node-negative 

invasive breast carcinoma. 
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2020 

Tanabe Y, Shiraishi S, Hashimot

o K, Tamura K. et al. 

Taxane-induced sensory 

peripheral neuropathy is 

associated with an SCN9A 
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325. doi: 

10.1186/s128

85-020-

06834-0., 

2020 

2020 

Smyth LM, Tamura K, Oliveira M,

 et al  

Capivasertib, an AKT Kinase In

hibitor, as Monotherapy or in 

Combination with Fulvestrant i

n Patients with AKT1 E17K-Mutan
t, ER-Positive Metastatic Brea
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Clin Cancer Res 26 3947-3957 2020 

Kawachi A, Yamashita S, Okochi-

Takada E, Tamura K. et al 

BRCA1 promoter methylation in 
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ciated with response to olapar

ib/eribulin combination therap

y 

Breast Cancer Res Trea
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181 323-329 2020 

Mehnert JM, Bergsland E, O'Neil

 BH, Tamura K. et al 

Pembrolizumab for the treatmen

t of programmed death-ligand 1

-positive advanced carcinoid o

r pancreatic neuroendocrine tu

mors: Results from the KEYNOTE
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Cancer 126 3021-3030 2020 

Sanchez Calle A, Yamamoto T, Ka

wamura Y, Tamura K. et al 

Long non-coding NR2F1-AS1 is a
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e in estrogen receptor-positiv

e breast cancers 

Mol Oncol. 14 2271-2287 2020 

Mizuno T, Kojima Y, Yonemori K,

 Tamura K. et al 

HER3 protein expression as a r

isk factor for post-operative 

recurrence in patients with ea
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Hayashi N, Kumamaru H, Isozumi 

U, Tamura K. et al 
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